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1. はじめに 

現在橋梁の老朽化が急速に進行しており効率的な維持管理のための，合理的な管理手法の創出が求められて

いる ．その一つとして筆者らは橋の動特性の計測から健全度を判定する点検手法の開発に取り組んでいる 1)．

その中で，同じ橋梁の固有振動数を計測しても，時刻および季節によってその値が変動する現象をとらえた．

同様のことが参考文献 2)にも報告されている．そこで，その変動の要因とメカニズムを解明し，日常的な固有

振動数の変動と損傷による固有振動数の変動を識別することを研究目的とした，実橋計測を実施した． 

 

2. 対象橋梁 

写真-1 および図-1 に，計測対象とした橋梁を示す．本橋梁は京都府

綾部市に架かる支間長 16.125m の単純合成桁橋２連で，橋長 33.200m，

総幅員が 7.3m，有効幅員 6.5m の橋梁（斜角 68 度）である．竣工は 1969

年である．本研究では右岸側の１径間を計測対象とした．  

 

3. 計測概要 

供用中の橋梁で計測を行うため，車

両通行の安全を妨げることのないよう，

写真-2 に示すとおり地覆上にセンサ

を配置した．使用したセンサは静電容

量式加速度計(SU-100)で，図-2 に示す

ように配置間隔は，支間長に対して等

分割とした．そして 1 時間ごとに桁温

度及び可動支点の変位を計測し，一般

車両の走行による橋の振動計測を実施

した．加速度センサのサンプリング周

波数は 100Hz，計測した振動は走行車

両による加振で計測時間は 5 分とした．

計測は 2012 年 8 月 19 日 13 時から翌

20 日の 12 時までの 24 時間実施した． 

 

4.計測結果  

 温度計測は，橋上の外気温と床版下

の主桁位置での気温を計測し，気象庁

による舞鶴・福知山の気温データとの

比較により，桁内外の平均気温を温度 
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図-1 全体一般図 

図-2 加速度計配置図 
写真-2 加速度計 

写真-1 橋梁全景 
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の代表値とした．桁の伸びについては，

図-3 に示す通り，桁温度に伴って伸縮

していることがわかる．ただし，約 10℃

の気温変化に対して伸縮量は約 0.4 ㎜

であり，線膨張係数から算出する伸縮量

の約 5分の 1であった． 

 次に，図-4 に１次～３次の橋の固有

振動数と経過時間・温度変化を示す．固

有振動数は，車両走行後の自由振動区間

を対象に算出した．図より１，２次モー

ドの固有振動数の変動に比べ３次モー

ドの変動が大きいことがわかる．また，

詳細に見ると１，２次の固有振動数につ

いても温度との相関性は認められた．図

-5に NExT-ERA 法により求めたモード形

状を示す．３次のモード形状は求めるこ

とができなかった． 

以上より，橋の固有振動数の温度依存

性を確認したが，その影響は固有振動の

次数により異なることが判明した． 

 

5. まとめ 

温度変化による桁の伸縮量の違いと

写真-3 に示す本橋の支承部の状況から

桁の固有振動数の温度依存性の要因を

類推すると，理想的なピンローラーとし

て挙動しない可動支承による影響と桁

断面内の温度勾配による影響が考えら

れる． 

今後は FEA による検討を加え，温度

依存性のメカニズムの解明を行うとともに，３次モードの振動形態

についても明らかにしていく予定である． 
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図-3 温度と桁の伸びの関係 

図-4 温度と固有振動数の関係 

１次モード       ２次モード 

図-5 同定した振動モード形状 

写真-3 支点部の状況 
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